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一
、
序
西
晉
の
傅
咸
に
は
、
「
七
經
詩
」
と
呼
ば
れ
る
儒
の
經
典
を
詩
題
と
し
た
一
の
四
言
詩
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
現
存
す
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
六
つ
の
經
典
を
詩
題
と
し
た
も
の
で
、「
孝
經
詩
」「
論
語
詩
」
「
毛
詩
詩
」「
官
詩
」「
易
詩
」「
左
傳
詩
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
１
）。
こ
れ
ら
一
の
詩
は
、
明
の
楊
愼
が
『
升
庵
詩
話
』
卷
一
「
七
經
詩
集
句
之
始
」
の
條
で
、「
晉
傅
咸
作
七
經
詩
。
…
…
此
乃
集
句
詩
之
始
。
〔
晉
の
傅
咸
七
經
詩
を
作
る
。
…
…
此
れ
乃
ち
集
句
詩
の
始
ま
り
な
り
。〕」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
詩
題
に
示
さ
れ
た
儒
の
經
典
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
四
字
句
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
あ
る
い
は
干
の
改
變
を
加
え
た
形
で
拾
い
出
し
、
そ
れ
ら
の
句
を
集
め
て
一
篇
の
詩
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
集
句
詩
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
傅
咸
は
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
傅
咸
が
「
七
經
詩
」
を
作
る
に
至
っ
た
時
代
背
景
、
お
よ
び
そ
の
意
圖
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
二
、
集
句
詩
と
稱
さ
れ
る
ゆ
え
ん
ま
ず
は
、
當
該
作
品
に
つ
い
て
、
て
の
句
の
出
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
句
詩
と
稱
さ
れ
る
ゆ
え
ん
に
つ
い
て
確
	し
て
み
た
い
。
な
お
、
詩
に
つ
い
て
は
『
先
秦

魏
晉
南
北
詩
』
（
欽
立
輯
校
、
中
書
局
）
を
底
本
と
し
、
『
文
聚
』
卷
五
十
五
、
『
初
學
記
』
卷
二
十
一
な
ど
を
參
照
し
た
。
儒
の
經
典
に
つ
い
て
は
『
十
三
經
疏
』
（
・
阮
元
校
勘
・
索
引
本
、
中
文
出
版
）
を
、
底
本
と
し
た
。
孝
經
詩
二
章
傅
咸
の
「
七
經
詩
」
に
つ
い
て
矢
田

士
其
一
立
身
行
、
始
於
事
親
、
上
下
無
怨
、
不
惡
於
人
、
孝
無
始
、
不
離
其
身
、
三
備
矣
以
臨
其
民
。
〔
身
を
立
て
を
行
ふ
は
、
親
に
事
ふ
る
に
始
ま
る
、
上
下
怨
み
無
く
ん
ば
、
人
を
惡 に
くま
ず
、
孝
は
始
と
無
く
、
其
の
身
を
離
れ
ず
、
三

備
わ
れ
り
、
以
っ
て
其
の
民
に
臨
む
。〕
●
立
身
～
：
「
開
宗
明
義
章
第
一
」
の
「
立 、
身 、
行 、

、
、
揚
名
於
後
世
、
以
顯
父
母
、
孝
之
也
。
」
に
よ
る
。
●
始
於
～
：
「
開
宗
明
義
章
第
一
」
の
「
夫
孝
始 、
於 、
事 、
親 、
、
中
於
事
君
、
於
立
身
。」
に
よ
る
。
●
上
下
～
：
「
開
宗
明
義
章
第
一
」
の
「
先
王
有
至


、
以
順
天
下
。
民
用
和
睦
、
上 、
下 、
無 、
怨 、
。
」
に
よ
る
。
●
不
惡
～
：
「
天
子
章
第
二
」
の
「
愛
親
不 、
敢
惡 、
於 、
人 、
。」
に
よ
る
。
『
文
聚
』
は
、「
不
敢
惡
人
」
に
作
る
。
●
孝
無
～
：
「
庶
人
章
第
六
」
の
「
故
自
天
子
至
庶
人
、
孝 、
無 、

、
始 、
。
」
に
よ
る
。
●
不
離
～
：
「
	侯
章
第
三
」
の
「
富
貴
不 、
離 、
其 、
身 、
。
」
に
よ
る
。
●
三
～
：
「
卿
大
夫
章
第
四
」
の
「
非
先
王
之
法

、
不
敢

。
非
先
王
之
法
言
、
不
敢
。
非
先
王
之
行
、
不
敢
行
。
…
…
三 、

、
備 、
矣 、
。
…
…
」
に
よ
る
。
●
以
臨
～
：
「
治
章
第
九
」
の
「
君
子
則
不
然
、
…
…
誼
可
、
作
事
可
法
、
…
…
以 、
臨 、
其 、
民 、
。」
に
よ
る
。
・人
格
を
完
さ
せ

に
っ
た
行
い
を
す
る
こ
と
を
最
の
目
標
と
す
る
孝
は
、
親
に
つ
か
え
る
こ
と
を
始
ま
り
と
す
る
。
身
分
の
上
の
と
身
分
の
下
の
と
の
に
、
怨
み
の
が
な
け
れ
ば
、
人
を
む
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
わ
り
と
始
ま
り
と
に
關
わ
ら
ず
、
孝
が
そ
の
身
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
禮
法
に
っ
た

と
言
と
行
い
と
が
備
わ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
民
に
臨
み
接
す
る
の
だ
。・
其
二
以
孝
事
君
、
不
離
令
名
、
思
盡
忠
、
義
則
不
爭
、
匡
救
其
惡
、
災
不
生
、
孝
悌
之
至
、
於
明
。
〔
孝
を
以
っ
て
君
に
事
ふ
れ
ば
、
令
名
を
離
れ
ず
、
み
て
は
忠
を
盡
く
さ
ん
こ
と
を
思
ひ
、
義
な
れ
ば
則
ち
爭
は
ず
、
匡 た
だし
て
其
の
惡
を
救
へ
ば
、
災
は
生
ぜ
ず
、
孝
悌
の
至
り
は
、
明
に

ず
。〕
●
以
孝
～
：
「
士
章
第
五
」
の
「
故
以 、
孝 、
事 、
君 、
則
忠
。」
に
よ
る
。
●
不
離
～
：
「
諫
爭
章
第
十
五
」
の
「
士
有
爭
友
、
則
身
不 、
離 、
於
令 、
名 、
」
に
よ
る
。
●
思
～
：
「
事
君
章
第
十
七
」
の
「
君
子
之
事
上
也
、

、
思 、
盡 、
忠 、
、
思
補
、
將
順
其
美
、
匡 、
救 、
其 、
惡 、
。
」
に
よ
る
。
●
義
則
～
：
「
諫
爭
章
第
十
五
」
の
「
故
當
不
義 、
、
則 、
子
不
可
以
不 、
爭 、
於
父
。
」
に
よ
る
。
『
文
聚
』
は
、
「
不
義
則
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
2
爭
」
に
作
る
。
●
匡
救
～
：
「
事
君
章
第
十
七
」。「
思
～
」
を
參
照
。
●
災
～
：
「
孝
治
章
第
八
」
の
「
是
以
天
下
和
、
災 、

、
不 、
生 、
、
亂
不
作
。
」
に
よ
る
。
●
孝
悌
～
於
～
：
「
應
感
第
十
六
」
の
「
孝 、
悌 、
之 、
至 、
、

、
於 、

、
明 、
、
光
于
四
、
無
	不
。」
に
よ
る
。
・孝
に
よ
っ
て

君
に
仕
え
た
な
ら
ば
、
よ
い

が
そ
の
身
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
み
出
て
は
眞
心
を
盡
く
す
こ
と
を
思
い
、
行
い
が
正
し
け
れ
ば
、
諫
め
爭
う
こ
と
は
な
い
。

君
の
不
善
を
正
し
や
め
さ
せ
れ
ば
、
災
い
は
生
じ
な
い
。
父
母
に
盡
く
し
目
上
を
う
孝
悌
の
え
を
極
め
れ
ば
、
そ
の
の
思
い
は
天
地
の
々
に
も
じ
る
で
あ
ろ
う
。・
論
語
詩
二
章
其
一
守
死
善
、
而
不
、
直
哉
史
魚
、
可
謂
大
臣
、
見
危
授
命
、
能
其
身
。
〔
死
を
守
り
て
を
善
く
す
、
け
ど
も

う
す
らは
ず
、
直
な
る
か
な
史
魚
、
大
臣
と
謂
ふ
べ
し
、
危
き
を
見
て
命
を
授
け
、
能
く
其
の
身
を
す
。〕
●
守
死
～
：
「
泰
伯
第
八
」
の
「
篤
信
好
學
、
守 、
死 、
善 、

、
、
…
…
天
下
有
則
見
、
無
則
隱
。
」
に
よ
る
。
●
而
～
：
「
陽
貨
第
十
七
」
の
「
不
曰
堅
乎
、

、
而 、
不 、

、
、
不
曰
白
乎
、
涅
而
不
緇
。」
に
よ
る
。
●
直
哉
～
：
「
衞
靈
公
第
十
五
」
の
「
直 、
哉 、
史 、
魚 、
、
邦
有
如
矢
、
邦
無
如
矢
。
」
に
よ
る
。
●
可
謂
～
：
「
先
第
十
一
」
の
「
仲
由
、
冉
求
可 、
謂 、
大 、
臣 、
與
。」
に
よ
る
。
●
見
危
～
：
「
問
第
十
四
」
の
「
見
利
思
義
、
見 、
危 、
授 、
命 、
、
…
…
亦
可
以
爲
人
矣
。
」
に
よ
る
。
●
能
～
：
「
學
而
第
一
」
の
「
事
君
能 、

、
其 、
身 、
。」
に
よ
る
。
・死
に
至
ろ
う
と
も
正
し
い
を
行
う
。
そ
の
操
は
い
て
も
決
し
て
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
ま
っ
す
ぐ
な
人
だ
、
衞
國
の
大
夫
で
あ
っ
た
史
魚
は
。
す
ぐ
れ
た
臣
下
と
言
え
よ
う
。
危
機
を

に
し
て
は
命
を
捧
げ
、
そ
の
身
を
盡
く
し
て
君

に
仕
え
る
の
だ
。・
其
二
克
己
復
禮
、
學
優
則
仕
、
富
貴
在
天
、
爲
仁
由
己
、
以
事
君
、
死
而
後
已
。
〔
己
に
克
ち
て
禮
に
復 か
えり
、
學
び
て
優
な
れ
ば
則
ち
仕
ふ
、
富
貴
は
天
に
在
り
、
仁
を
爲
す
は
己
に
由
る
、
を
以
っ
て
君
に
事
へ
、
死
し
て
後
ち
已
む
。〕
●
克
己
～
：
「
顏
淵
第
十
二
」
の
「
克 、
己 、
復 、
禮 、
爲
仁
。
…
…
爲 、
仁 、
由 、
己 、
而
由
人
乎
哉
。
」
に
よ
る
。
●
學
優
～
：
「
子
張
第
十
九
」
の
「
仕
而
優
則
學
、
學 、
而
優 、
則 、
仕 、
。
」
に
よ
る
。
●
富
貴
～
：
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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「
顏
淵
第
十
二
」
の
「
死
生
有
命
、
富 、
貴 、
在 、
天 、
。」
に
よ
る
。
●
爲
仁
～
：
「
顏
淵
第
十
二
」
。
「
克
己
～
」
を
參
照
。
●
以
～
：
「
先
第
十
一
」
の
「
謂
大
臣
、
以 、

、
事 、
君 、
。」
に
よ
る
。
●
死
而
～
：
「
泰
伯
第
八
」
の
「
仁
以
爲
己
任
、
不
亦
重
乎
。
死 、
而 、
後 、
已 、
、
不
亦
乎
。」
に
よ
る
。
・我
が
身
を
愼
ん
で
規
範
に
立
ち
り
、
學
ん
で
余
力
が
あ
れ
ば
官
に
就
く
。
富
貴
は
天
の
定
め
る
も
の
だ
が
、
仁
を
行
う
の
は
自
分
し
だ
い
だ
。

の
	え
を
據
り
と
し
て

君
に
仕
え
、
そ
の
任
務
は
死
ぬ
ま
で
續
く
。・
毛
詩
詩
二
章
其
一
無
將
大
車
、
維
塵
冥
冥
、
濟
濟
多
士
、
文
王
以
、
顯
允
君
子
、
大
猷
是
經
。
〔
大
車
を
將 す
すむ
る
無
か
れ
、
維 こ
の
塵
冥
冥
た
り
、
濟
濟
た
る
多
士
、
文
王
以
っ
て

や
すし
、
顯
允
な
る
君
子
、
大
猷
是
れ
經
と
せ
よ
。〕
●
無
將
～
維
塵
～
：
「
小
・
無
將
大
車
」
に
見
え
る
。
毛
氏
小
序
に
「
大
夫
將
小
人
也
」
と
あ
る
。
●
濟
濟
～
文
王
～
：
「
大
・
文
王
」
に
見
え
る
。
●
顯
允
～
：
「
小
・
湛
露
」
に
見
え
る
。
●
大
猷
～
：
「
小
・
小
旻
」
の
「
哀
哉
爲
、
匪
先
民
是
、
匪
大 、

、
是 、
經 、
。
」
に
よ
る
。
「
」
は
、
「
猷
」
に
同
じ
。
は
か
り
ご
と
、
の
意
。
・大
き
な
車
を
押
し
め
る
な
。
埃
が
も
う
も
う
と
た
ち
こ
め
る
か
ら
（
つ
ま
ら
ぬ
を
推
す
る
な
。
有
能
な
人
士
の
功
を
い
か
く
し
て
し
ま
う
か
ら
）
。
威
儀
の
す
ぐ
れ
た
人
士
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
文
王
も
安
心
さ
れ
る
の
だ
。
ま
こ
と
あ
る
君
子
よ
、
大
い
な
る
は
か
り
ご
と
を
常
と
せ
よ
。・
其
二
聿
脩
厥
、
令
有
俶
、
爾
遯
思
、
我
言
維
、
盜
言
孔
甘
、
其
何
能
淑
、
讒
人
罔
極
、
有
靦
面
目
。
〔
厥 そ
の
を
聿 の
べ
脩
め
、
わ
り
を
令 よ
く
す
れ
ば
俶
た
る
有
り
、
爾 な
ん
じの
遯
思
を
め
よ
、
我
が
言
維
れ
せ
、
盜
言
孔 はな
はだ
甘
し
、
其
れ
何
ぞ
能
く
淑
よ
か
ら
ん
や
、
讒
人
極
ま
る
こ
と
罔
し
、
靦 て
んた
る
面
目
有
り
。〕
●
聿
脩
～
：
「
大
・
文
王
」
に
見
え
る
。
●
令
～
：
「
大
・
醉
」
に
見
え
る
。
●
爾
～
：
「
小
・
白
駒
」
に
見
え
る
。
●
我
言
～
：
「
大
・
板
」
に
見
え
る
。
●
盜
言
～
：
「
小
・
巧
言
」
に
見
え
る
。
●
其
何
～
：
「
大
・
桑
柔
」
に
見
え
る
。
●
讒
人
～
：
「
小
・
蠅
」
に
見
え
る
。
●
有
靦
～
：
「
小
・
何
人
斯
」
に
見
え
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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・先
王
の
を
べ
、
自
ら
も
そ
れ
を
修
め
、
最
後
ま
で
立
に
生
き
た
な
ら
ば
、
厚
く
讃
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
君
よ
、
し
ば
ら
く
官
界
か
ら
れ
よ
。
わ
た
し
の
忠
言
に
耳
を
傾
け
よ
。
よ
こ
し
ま
な
人
の
言
は
誘
惑
が
多
い
が
、
よ
い
言
の
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か
。
讒
言
を
言
う
人
は
盡
き
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
我
々
と
同
じ
人
の
顏
を
し
て
現
れ
る
の
だ
。・
易
詩
以
自
牧
、
	而

光
、

修
業
、
有
典
常
、
暉
光
日
新
、
照
于
四
方
、
小
人
勿
用
、
君
子
長
。
〔

ひ
くく
し
て
以
っ
て
自
ら
牧 やし
なひ
、
	に
し
て

ま
す
光
る
、
に
み
業
を
修
む
れ
ば
、
に
し
て
典
常
有
り
、
暉
光
日
に
新
た
に
し
て
、
四
方
を
照
ら
す
、
小
人
用
ふ
る
こ
と
勿
く
ん
ば
、
君
子
は

長
ず
。〕
●
以
～
：
「
	」
の
「
君
子

、
以 、
自 、
牧 、
也
。
」
に
よ
る
。
●
	
而
～
：
「
	」
の
「
	
、

、
而 、
光 、
、
而
不
可
踰
。」
に
よ
る
。『

文
聚
』
は
、
「
	
而
光
」
に
作
る
。
●

～
：
「
乾
」
の
「
君
子

、

、
脩 、
業 、
。
忠
信
以

也
、
脩
辭
立
其

以
居
業
也
。
」
に
よ
る
。
●
有
～
：
「
繋
辭
下
傳
」
の
「
初
其
辭
而
揆
其
方
、

、
有 、
典 、
常 、
。
」
に
よ
る
。
●
暉
光
～
：
「
大
畜
」
の
「
大
畜
、
剛
健
篤
實
、
輝 、
光 、
日 、
新 、
其
。」
に
よ
る
。
●
照
于
～
：
「
離
」
の
「
大
人
以
繼
明
、
照 、
于 、
四 、
方 、
。」
に
よ
る
。
●
小
人
～
：
「
師
」
の
「
小 、
人 、
勿 、
用 、
、
必
亂
邦
也
。
」
に
よ
る
。
●
君
子
～
：
「
泰
」
の
「
泰
小
大
來
。
…
…
君 、
子 、

、
長 、
、
小
人

。」
に
よ
る
。・君
子
は
低
い
勢
で
自
ら
を
い
、
	
で
あ
っ
て
ま
す
ま
す
光
り
輝
く
。
行
を
ん
で
行
い
功
業
を
修
め
る
こ
と
に
努
め
れ
ば
、
そ
こ
に
は
一
定
不
變
の
法
則
が
す
で
に
あ
る
こ
と
に
氣
付
く
で
あ
ろ
う
。
光
り
輝
く
そ
の
は
日
々
新
た
に
な
り
、
四
方
を
照
ら
し
出
す
。
小
人
を
用
い
る
こ
と
さ
え
な
け
れ
ば
、
君
子
の

は
ま
す
ま
す
生
長
す
る
の
だ
。・
官
詩
二
章
其
一
惟
王
建
國
、
設
官
分
職
、
賢
興
功
、
取
易
直
、
除
其
不
、
無
敢
反
側
、
以
詔
、
允
臻
其
極
。
〔
惟
れ
王
國
を
建
て
、
官
を
設
け
て
職
を
分
か
つ
、
賢
を
め
て
功
を
興 あ
げ
、

こ
れを
易
直
よ
り
取
る
、
其
の
不 ふ

け
んな
る
も
の
を
除
き
、
敢
へ
て
反
側
す
る
こ
と
無
し
、
を
以
っ
て
を
詔
つ
ぐ
れ
ば
、
允 ま
こ
とは
其
の
極
に
臻 い
たる
。〕
●
惟
王
～
設
官
～
：
「
天
官
・
冢
宰
」「
地
官
・
司
徒
」「
春
官
・
宗
伯
」「
官
・
司
馬
」「
秋
官
・
司
寇
」
の
「
惟 、
王 、
建 、
國 、
、
辨
方
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
い
て
（
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正
位
、
體
國
經
野
、
設 、
官 、
分 、
職 、
、
以
爲
民
極
。
」
に
よ
る
。
●

賢
～
：
「
官
・
大
司
馬
」
の
「

、
賢 、
興 、
功 、
、
以
作
邦
國
。
」
に
よ
る
。
●
取
～
：
「
官
・
輪
人
」
の
「
無
取
之
、
取 、

、
易 、
直 、
也
。
」
に
よ
る
。
●
除
其
～
：
「
天
官
・
宮
人
」
の
「
爲
其
井
、
除 、
其 、
不 、

、
、
去
其
惡
	。」
に
よ
る
。
●
無
敢
～
：
「
官
・
匡
人
」
の
「
使
無 、
敢 、
反 、
側 、
、
以
聽
王
命
。」
に
よ
る
。
●
以

～
：
「
官
・
司
士
」
の
「
以 、


、
詔 、

、
、
以
功
詔
祿
。」
に
よ
る
。
●
允
臻
～
：
「
官
・
氏
」
の
「
其
銘
曰
、
時
文
思
索
、
允 、
臻 、
其 、
極 、
。」
に
よ
る
。
・王
は
國
を
建
て
、
官
を
設
け
て
職
を
分
け
た
。
賢
能
の
士
を
推
し
、
功
績
の
あ
る
を
用
い
、
人
材
を
心
の
穩
や
か
で
ま
っ
す
ぐ
な
人
の
中
か
ら
び
取
っ
た
。


白
で
な
い
を
除
き
、
決
し
て
規
範
に
背
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

に
よ
っ
て
位
を
授
け
た
の
で
、
臣
下
の
ま
こ
と
は
そ
の
中
心
で
あ
る
王
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。・
其
二
辨
其
可
任
、
以
于
正
、
掌
其
戒
禁
、
治
其
政
令
、
各
修
乃
職
、
以
聽
王
命
。
〔
其
の
任
ず
べ
き
を
辨 わき
まへ
、
以
っ
て
正
に
ぐ
、
其
の
戒
禁
を
掌
り
、
其
の
政
令
を
治
む
、
各
お
の
乃 なん
じが
職
を
修
め
、
以
っ
て
王
命
を
聽
け
。〕
●
辨
其
～
：
「
地
官
・
大
夫
」
の
「
大
夫
之
職
、
各
掌
其

之
政
令
戒
禁
、
…
…
以
時
、
登
其
夫
家
之
衆
寡
、
辨 、
其 、
可 、
任 、
。」
に
よ
る
。「
地
官
・
師
」「
地
官
・
大
夫
」
に
も
見
え
る
。
●
以
～
：
「
秋
官
・
大
司
寇
」
の
「
士
聽
其
辭
、
以 、

、
於 、
上 、
。
」
に
よ
る
。「
上
」
は
「
正
」
に
同
じ
く
、
あ
る
じ
、
お
さ
、
の
意
。
韻
字
の
關
係
に
よ
り
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
禮
記
』
王
制
に
、「
獄
辭
、
史
以
獄
、

、
於 、
正 、
。」
と
あ
る
。
●
掌
其
～
：
「
地
官
・
黨
正
」
の
「
其
禮
事
、
掌 、
其 、
戒 、
禁 、
。」
に
よ
る
。
「
地
官
・
肆
長
」
に
も
見
え
る
。
●
治
其
～
：
「
地
官
・
小
司
徒
」
の
「
小
軍

役
、
治 、
其 、
政 、
令 、
。
」
に
よ
る
。
「
地
官
・
師
」
「
地
官
・
縣
正
」「
地
官
・
里
宰
」「
地
官
・
稍
人
」
に
も
見
え
る
。
●
各
修
～
以
聽
～
：
「
天
官
・
小
宰
」
の
「
令
于
百
官
府
曰
、
各 、
脩 、
乃 、
職 、
、
…
…
待
乃
事
、
以 、
聽 、
王 、
命 、
。」
に
よ
る
。
・そ
の
任
に
ふ
さ
わ
し
い
を
識
別
し
、
王
に
げ
る
。
任
ぜ
ら
れ
た
は
、
赴
任
し
た
と
こ
ろ
の
戒
律
を
管
理
し
、
政
治
を
行
う
た
め
の
法
律
を
實
行
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
職
務
を
修
め
て
、
王
の
命
令
を
聞
け
。・
左
傳
詩
二
章
（
２
）
其
一
中
國
詩
文
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叢
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君
之
禮
、
敢
不
盡
、
奉
義
、
樹
之
風
聲
、
昭
塞
、
不
殞
其
名
、
死
而
利
國
、
以
爲
己
榮
。
〔
君
に
事
ふ
る
の
禮
、
敢
へ
て
を
盡
く
さ
ざ
ら
ん
、
み
て

義
を
奉
れ
ば
、
之
に
風
聲
を
樹 た
つ
、
を
昭
か
に
し
て
を
塞
が
ば
、
其
の
名
を
殞 お
とさ
ず
、
死
し
て
國
に
利
あ
ら
ば
、
以
っ
て
己
が
榮
と
爲
す
。〕
●
事
君
～
：
「
文
公
十
八
年
」
の
「
先
大
夫
臧
文
仲
行
父
事 、
君 、
之 、
禮 、
。」
に
よ
る
。
●
敢
不
～
：
「
昭
公
十
三
年
」
の
「
昔
鮒
也
、
得
罪
於
晉
君
。
自
歸
於
魯
君
。
武
子
之
賜
、
不
至
於
今
。
…
…
敢 、
不 、
盡 、

、
。
」
に
よ
る
。
●
奉
～
：
「
宣
公
十
五
年
」
の
「
後
之
人
或
	將

、
奉 、

、
義 、
、
以
事

人
、
…
…
」
に
よ
る
。
●
樹
之
～
：
「
文
公
六
年
」
の
「
古
之
王
	、
知
命
之
不
長
、
是
以
竝
建
哲
、
樹 、
之 、
風 、
聲 、
。
」
に
よ
る
。
●
昭
～
：
「
桓
公
二
年
」
の
「
君
人
	、
將
昭 、

、
塞 、

、
、
以
臨
照
百
官
、
懼
或
失
之
。」
に
よ
る
。
●
不
殞
～
：
「
文
公
十
八
年
」
の
「
此
十
六
族
也
、
世
濟
其
美
、
不 、
殞 、
其 、
名 、
、
以
至
於
堯
。
」
に
よ
る
。
●
死
而
～
：
「
僖
公
二
十
八
年
」
の
「
榮
季
曰
、
死 、
而 、
利 、
國 、
、
或
爲
之
。」
に
よ
る
。
●
以
爲
～
：
「
宣
公
十
二
年
」
の
「
而
安
人
之
亂
、
以 、
爲 、
己 、
榮 、
。
何
以
豐
財
。」
に
よ
る
。
・
君
に
仕
え
る
た
め
の
禮
を
わ
き
ま
え
て
い
る
。
ど
う
し
て
忠
を
つ
く
さ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
臣
が
義
を
重
ん
ず
れ
ば
、
君
は
必
ず
引
き
立
て
て
、
民
に
風
を
示
さ
れ
る
の
だ
。
義
を
明
ら
か
に
示
し
て
反
を
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
名
聲
は
い
つ
ま
で
も
ち
る
こ
と
は
な
い
。
死
ん
で
國
に
役
立
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
己
の
榮
と
み
な
す
の
だ
。・
其
二
茲
心
不
爽
、
忠
而
能
力
、
不
爲
利
諂
、
古
之
直
、
咸
黜
（
３
）不
端
、
勿
使
能
植
。
〔
茲 こ
の
心
爽 た
がは
ず
、
忠
に
し
て
能
く
力 つ
とむ
、
利
の
爲
に
諂 へつ
らは
ざ
る
は
、
古
の
直
な
り
、
咸 み
な
端 た
だし
か
ら
ざ
る
を
黜 しり
ぞけ
、
能
く
植
ゑ
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
。〕
●
茲
心
～
：
「
昭
公
元
年
」
の
「
茲 、
心 、
不 、
爽 、
而
亂
百
度
。
」
に
よ
る
。
●
忠
而
～
：
「
僖
公
二
十
三
年
」
の
「
其
從
	肅
而
、
忠 、
而 、
能 、
力 、
。
」
に
よ
る
。
●
不
爲
～
：
「
哀
公
十
六
年
」
の
「

曰
、
不 、
爲 、
利 、
諂 、
、
不
爲
威
。
…
…
」
に
よ
る
。
●
古
之
～
：
「
昭
公
十
四
年
」
の
「
仲
尼
曰
、
叔
向
古 、
之 、

、
直 、
也
。」
に
よ
る
。
●
咸
黜
～
：
「
昭
公
二
十
六
年
」
の
「
則
有
晉
鄭
、
咸 、
黜 、
不 、
端 、
、
以
綏
定
王
家
。
」
に
よ
る
。
●
勿
使
～
：
「
隱
公
六
年
」
の
「
爲
國
家
	見
惡
、
如
農
夫
之
務
去
焉
。
…
…
其
本
根
、
勿 、
使 、
能 、
殖 、
。」
に
よ
る
。「
植
」
は
、「
殖
」
に
同
じ
。
ふ
え
る
、
の
意
。
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
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・二
心
を
か
ず
、
ま
ご
こ
ろ
を
盡
く
し
て
努
め
む
。
利
の
た
め
に
へ
つ
ら
う
こ
と
な
く
、
そ
の
眞
っ
直
ぐ
さ
は
古
人
の
風
格
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。
惡
人
ど
も
を
こ
と
ご
と
く
け
て
、
は
び
こ
ら
せ
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。・
以
上
の
り
、
傅
咸
の
七
經
詩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
題
に
示
さ
れ
た
儒
の
經
典
の
中
か
ら
、
四
字
句
の
も
の
は
干
の
文
字
の
同
は
あ
る
も
の
の
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
四
字
句
に
直
し
た
形
で
拾
い
出
し
、
そ
れ
ら
の
句
を
集
め
て
一
篇
の
詩
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
句
に
は
、
必
ず
し
も
原
典
の
文
	と
は
關
わ
り
の
な
い
、
い
わ
ば
斷
章
取
義

な
形
で
拾
い
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
さ
に
集
句
詩
と
稱
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
三
、
魏
晉
の
官
僚
と
そ
の
學
で
は
、
な
ぜ
傅
咸
は
こ
の
よ
う
な
四
言
の
詩
を
作
っ
た
の
か
。
そ
の
意
圖
を
考
え
て
み
る
に
、
後
末
か
ら
西
晉
に
至
る
ま
で
の
、
官
僚
の
輩
出
母
體
で
あ
っ
た
知
識
人
と
君

力
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
渡
邉
義
氏
の
を
參
考
に
整
理
し
て
お
き
た
い
（
４
）。
傅
咸
の
創
作
意
圖
を
考
え
る
上
で
、
有
效
な
手
續
き
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
◆
章
期
の
白
虎
會
議
で
儒

義
が
定
め
ら
れ
、
儒
に
基
づ
く
政
策
が
推
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
儒
が
官
僚
の
必
須
の
學
と
な
る
。
◆
桓
期
か
ら
靈
期
に
か
け
て
、
宦
官
が
政
治
の
實
を
握
る
。
國
政
を
「
儒
國
家
」
の
あ
る
べ
き
に
そ
う
と
す
る
官
僚
と
宦
官
と
が
激
し
く
對
立
し
、「
黨
錮
の
禁
」
が
こ
る
。
◆
宦
官
と
對
決
し
た
黨
人
に
與
論
の
支
持
が
集
ま
る
。
こ
れ
を
機
に
、
儒
を
根
底
に
据
え
た
、
君

力
と
は
別
の
自
立

秩
序
、
後
の
官
僚
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
與
論
の
名
聲
を
重
す
る
階
（
渡
邉
氏
は
「
名
士
」
と
呼
ぶ
）
が
形
さ
れ
て
い
く
。
◆
曹
操
は
、
袁
紹
勢
力
と
對
抗
す
る
た
め
、
荀
な
ど
豫
州
潁
川
「
名
士
」
の
名
聲
に
依
據
し
て
、
自
ら
の
勢
力
基
盤
を
い
た
。
曹
操
は
當
初
「
名
士
」
の
協
力
を
必
と
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
◆
袁
紹
打
倒
以
後
、
曹
操
は
自
ら
の
君

力
の
確
立
を
目
指
し
、
「
名
士
」
と
の
對
立
色
を
深
め
て
い
く
。「
唯
才
義
」
の
人
事
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
名
士
」
の
儒


價
値
基
準
に
對
抗
す
る
た
め
、「
文
學
」
を
宣
揚
し
、「
文
學
」

價
値
を
基
準
と
し
た
人
事
を
行
っ
た
。
◆
丁
儀
・
丁
・
楊
脩
ら
が
「
文
學
」

價
値
基
準
に
よ
り
曹
植
を
後
繼
に
推
し
た
。
そ
れ
に
對
し
、
「
名
士
」
の
多
く
は
、
中
國
詩
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叢
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儒

價
値
基
準
に
よ
り
長
子
の
曹
丕
を
支
持
し
た
。
◆
「
名
士
」
の
支
持
を
得
て
、
儒
理
念
に
基
づ
く
禪
讓
に
よ
っ
て
位
し
た
曹
丕
（
文
）
は
、
「
名
士
」
と
の
協
關
係
に
よ
り
、
政
を
	用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
「
天
下
爲
公
」
（
『
禮
記
』
禮
	）
と
い
う
儒
の
論
理
に
よ
り
、
一
族
の
政
治
關
與
を
抑
制
し
、
ま
た
陳
羣
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
儒
（
と
り
わ
け
「
孝
」
）
に
基
づ
く
人
物

價
に
人
事
基
準
を
置
く
九
品
中
正
制
度
を
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
君

力
に
對
す
る
「
名
士
」
の
自
立
秩
序
が
保
證
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
◆
明
の
死
去
後
に
政
を
掌
握
し
た
曹
爽
は
、
何
晏
や
侯
玄
を
登
用
し
、
「
名
士
」
の
自
立
秩
序
の
抑
制
を
は
か
り
、
君

力
の
大
を
目
指
し
た
。
何
晏
は
玄
學
に
價
値
基
準
を
置
く
人
事
を
行
い
、
侯
玄
は
人
事
を
皇
に
直
屬
す
る
書
に
回
收
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
◆
こ
れ
に
對
し
て
、
「
名
士
」
出
身
の
司
馬
懿
は
、
州
レ
ベ
ル
の
名
聲
を
重
す
る
州
大
中
正
の
制
を
獻
策
し
て
、
「
名
士
」
の
支
持
を
收
斂
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
正
始
の
政
變
で
曹
爽
一
を
打
倒
し
、
政
治
の
實
を
手
に
入
れ
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
司
馬
氏
は
、「
名
士
」
の
價
値
基
準
で
あ
る
儒
の
、
と
り
わ
け
「
孝
」
を
國
家
の
文

價
値
の
根
底
に
位
置
づ
け
て
國
政
を
	用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
官
僚
の
輩
出
母
體
に
つ
い
て
、
後
末
か
ら
魏
を
經
て
西
晉
に
至
る
ま
で
の
に
斷
は
な
く
、
一
貫
し
て
儒
を
價
値
基
準
と
す
る
「
名
士
」
が
そ
の
な
擔
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
さ
れ
る
の
で
あ
る ※
。
※
潁
川
の
「
名
士
」
、
鍾
が
曹
操
政
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
獻
し
た
の
に
對
し
て
、
子
の
鍾
會
は
、
魏
末
に
お
い
て
司
馬
昭
の
謀
臣
と
な
り
、
司
馬
氏
の
政
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
獻
し
た
と
い
う
事
實
は
、
そ
の
象

な
例
と
い
え
よ
う
。
※
た
だ
し
、
君

力
と
「
名
士
」
出
身
の
官
僚
と
は
、
必
ず
し
も
一
枚
岩
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
渡
邉
氏
に
よ
れ
ば
、
「
名
士
」
た
ち
は
、
彼
ら
が
占
有
す
る
文

價
値
に
よ
っ
て
得
た
名
聲
を
存
立
基
盤
と
し
て
、
常
に
君

力
か
ら
の
自
立
を
圖
ろ
う
と
し
た
、
と
い
う
。
で
は
、
彼
ら
「
名
士
」
た
ち
は
、
體
に
ど
の
よ
う
な
書
を
學
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
料
と
し
て
、
『
三
國
志
』
卷
二
十
八
「
鍾
會
傳
」
裴
松
之
に
引
く
、
鍾
會
が
そ
の
母
の
た
め
に
作
っ
た
傳
記
の
以
下
の
記
が
げ
ら
れ
よ
う
（
５
）。
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
い
て
（
矢
田
）
9
夫
人
性
矜
嚴
、
明
於
訓
。
…
…
年
四
授
『
孝
經
』
、
七

誦
『
論
語
』、
八
誦
『
詩
』、
十
誦
『
書
』、
十
一
誦
『
易
』、
十
二
誦
『
春
秋
左
傳
』『
國
語
』、
十
三
誦
『
禮
』『
禮
記
』、
十
四
誦
侯
『
易
記
』、
十
五
使
入
太
學
、
問
四
方
奇
文
訓
。
こ
の
記
に
よ
れ
ば
、
鍾
會
は
、
十
五
で
太
學
に
入
る
ま
で
に
、
母
親
の
指
	の
も
と
、
四
で
『
孝
經
』
を
授
け
ら
れ
、
七
で
『
論
語
』
を
、
八
で
『
詩
經
』
を
、
十
で
『
書
』
を
、
十
一
で
『
易
』
を
、
十
二
で
『
春
秋
左
氏
傳
』
と
『
國
語
』
を
、
十
三
で
『
禮
』
と
『
禮
記
』
を
、
十
四
で
侯
（
鍾

の
諡
）
の
『
易
記
』
を
そ
れ
ぞ
れ
暗
唱
し
て
い
た
、
と
い
う
。
こ
こ
で
目
す
べ
き
は
、
傅
咸
が
七
經
詩
で
取
り
上
げ
た
儒
の
經
典
が
、
鍾
會
の
學

容
と
完
に
合
し
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
傅
咸
の
七
經
詩
は
、
當
時
の
「
名
士
」
の
學
容
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
四
、
創
作
の
背
景
お
よ
び
意
圖
集
句
と
い
う
作
詩
法
は
、
戲
性
質
を
多
分
に
備
え
た
も
の
と
い
え
る
（
６
）。
ま
た
年
、
魏
晉
六
期
の
文
學
に
つ
い
て
、
戲
側
面
か
ら
の
考
察
の
必
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
し
か
し
、
傅
咸
の
七
經
詩
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
政
治

意
圖
の
も
と
に
作
ら
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
行
の
拙
論
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩
の
復
興
は
、
儒
理
念
に
基
づ
く
西
晉
の
政
治
方
針
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
傅
咸
こ
そ
は
、
そ
れ
を
積
極
に
推
し
た
中
心
人
物
の
一
人
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
８
）。
さ
ら
に
、
七
經
詩
に
お
け
る
傅
咸
の
關
心
が
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
事
柄
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
①
・
君
に
對
す
る
忠
・
「
以
孝
事
君
」
「
思
盡
忠
」
（
「
孝
經
詩
」
其
二
）、
「
［
事
君
］
能
其
身
」
（
「
論
語
詩
」
其
一
）、
「
以
事
君
」
（
「
論
語
詩
」
其
二
）
、
「
事
君
之
禮
」
（
「
左
傳
詩
」
其
一
）、「
茲
心
不
爽
、
忠
而
能
力
」
（「
左
傳
詩
」
其
二
）
。
②
・人
材
登
用
の
在
り
方
・
「
無
將
大
車
」（「
毛
詩
詩
」
其
一
）、
「
小
人
勿
用
」
（
「
易
詩
」
）、
「
賢
興
功
」
「
除
其
不
」
（
「
官
詩
」
其
一
）、
「
辨
其
可
任
」
（
「
官
詩
」
其
二
）、
「
咸
黜
不
端
」
（「
左
傳
詩
」
其
二
）
。
で
は
な
ぜ
傅
咸
は
、
こ
の
二
つ
の
事
柄
を
七
經
詩
の
中
で
繰
り
し
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
點
に
つ
い
て
は
、
『
晉
書
』
卷
四
十
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
10
七
「
傅
咸
傳
」
の
以
下
の
記
が
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
時


弛
、
豪
右
放
恣
、
交
私
託
、
野
溷
淆
。
咸
奏
、
河
南
尹
澹
…
…
河
南
尹
何
攀
等
、
京
	肅
然
、
貴
戚
懾
伏
。
「
名
士
」
出
身
の
司
馬
氏
が
「
名
士
」

の
支
持
を
集
め
て
樹
立
し
た
政
、
す
な
わ
ち
西
晉
に
お
い
て
は
、
官
僚
は
當
然
「
名
士
」
が
そ
れ
を
擔
っ
て
い
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
門
地
二
品
」
や
「
上
品
に

門
無
く
、
下
品
に
勢
族
無
し
（
９
）」
と
い
う
言
に
象
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
の
名
門
の
家
が
高
位
高
官
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
貴
族

し
て
い
た
。
「
豪
右
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
貴
族
し
た
名
門
の
家
を
指
す
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
記
は
、
惠
の
元
康
年
の
初
め
頃
の
況
を
べ
た
も
の
で
あ
る
。
當
時
、

の
綱
紀
が
ゆ
る
み
、
貴
族
た
ち
が
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
い
、
「
交
ご
も
私
か
に
託
」
し
あ
う
な
ど
、
貴
族

に
對
す
る

の
統
率
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
、
に
言
え
ば
、
貴
族


を
中
心
に
西
晉

へ
の
歸
屬
意
識
、
忠
心
が
、
建
國
時
に
比
べ
て
、
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
西
晉
貴
族
の
放
恣
な
振
る
い
に
つ
い
て
は
、
實
は
武
の
太
康
年
の
わ
り
頃
か
ら
、
す
で
に
そ
の
兆
候
が
見
え
始
め
て
い
た
。
『
晉
書
』
卷
四
十
七
「
傅
咸
傳
」
に
は
、
太
康
年
の
末
頃
、
車
騎
司
馬
で
あ
っ
た
傅
咸
が
、
世
俗
の
奢
侈
の
風
に
つ
い
て
、
武
に
上
奏
文
を
提
出
し
た
と
い
う
記
が
あ
り
、
ま
た
『
世
新
語
』
汰
侈
篇
に
も
、
人
で
育
て
た
豚
の
し
肉
で
武
を
も
て
な
し
た
と
い
う
王
濟
の

話
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
、
こ
う
し
た
況
が
生
じ
た
の
か
。
そ
の
點
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
渡
邉
義
氏
の
以
下
の
指
摘
が
參
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
）。
◆
「
名
士
」

は
、
荀
と
の
對
決
以
 、
「
名
士
」
と
對
峙
!で
あ
っ
た
曹
室
に
對
し
て
は
、
本
來
の
自
立
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
「
名
士
」
出
身
の
司
馬
氏
が
表
面
!に
は
儒
"に
從
っ
て
國
政
を
#用
し
な
が
ら
力
を
確
立
し
て
い
く
$
%
で
、
力
か
ら
の
自
立
性
を
失
い
か
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
阮
&、
お
よ
び
彼
の
思
索
の
中
で
確
立
さ
れ
て
い
く
玄
學
は
、
「
名
士
」
の
存
立
基
盤
で
あ
っ
た
文

!價
値
が
、
君
'
力
か
ら
の
自
立
性
を
持
ち
續
け
る
た
め
に
大
き
な
役
(を
果
た
す
。
◆
王
に
對
す
る
自
立
性
を
特
と
す
る
貴
族
は
、
儒
"を
根
底
に
据
え
な
が
ら
、
老
)思
想
・
文
學
な
ど
樣
々
な
文

!價
値
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
自
立
性
を
保
持
す
る
。
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
い
て
（
矢
田
）
11
つ
ま
り
、
儒
を
價
値
基
準
の
根
底
に
据
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
儒
國
家
を
標
榜
す
る
西
晉
の
君

力
に
對
し
て
、
自
立
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
西
晉
の
「
名
士
」
た
ち
は
、
玄
學
や
文
學
な
ど
儒
以
外
の
付
加
價
値
の
部
分
に
ど
れ
だ
け

し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
互
い
の
名
聲
を
競
い
合
い
、
そ
の
新
た
な
文

價
値
を
存
立
基
盤
と
し
て
、
西
晉
の
君

力
か
ら
の
自
立
性
を
保
と
う
と
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
君

力
か
ら
の
自
立
性
を
も
っ
て
、
「
名
士
」
の
特
	と
す
る
な
ら
ば
、
「
名
士
」
と
り
わ
け
貴
族


に
對
す
る
西
晉
王
の
統
率
力
の
低
下
は
、
あ
る
意
味
、
必
然
な
趨
勢
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
し
て
や
、
暗
愚
と
稱
さ
れ
る
惠
期
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
そ
れ
が
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
晉
貴
族
た
ち
が
西
晉
の
君

力
か
ら
の
自
立
性
を
保
つ
た
め
に
、
儒
以
外
の
付
加
價
値
の
部
分
に
新
た
な
文

價
値
を
求
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
當
然
、
人
材
登
用
の
あ
り
方
に
も
影

を
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
實
、
九
品
中
正
制
度
に
お
い
て
、
「
」
と
呼
ば
れ
る
、
任
官
希

に
品
と
共
に
與
え
ら
れ
た
人
物
査
書
の
記
載
容
が
、
魏
と
西
晉
と
で
は
變
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
魏
で
は
、
行
・
人
柄
・
學
問
な
ど
が
そ
の
な
容
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
西
晉
以
で
は
老
・
玄
學
・
談
論
・
書
畫
・
樂
・
容
な
ど
の
素
が
多
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
）。
傅
咸
が
七
經
詩
の
中
で
、「
君
に
對
す
る
忠
」「
人
材
登
用
の
在
り
方
」
と
い
う
二
つ
の
事
柄
に
と
り
わ
け
關
心
を
示
し
、
繰
り
し
そ
れ
を
詠
い
あ
げ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
當
時
の
況
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
儒
の
經
典
の
中
か
ら
句
を
拾
い
集
め
て
詩
し
か
も
儒
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
四
言
の
詩
を
作
り
、
先
の
二
つ
の
事
柄
を
繰
り
し
詠
う
こ
と
で
、
儒
以
外
の
付
加
價
値
の
部
分
で
西
晉

か
ら
の
文



 
な
自
立
を
圖
ろ
う
と
す
る
「
名
士
」
と
り
わ
け
貴
族


に
對
し
て
、
儒
一
!の

 に
立
ち
り
、
儒
國
家
を
標
榜
す
る
西
晉

へ
の
忠

心
、
歸
屬
意
識
を
再
度
高
め
る
よ
う
、
"鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
傅
咸
に
お
け
る
七
經
詩
創
作
の
意
圖
で
は
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
、
結
語
西
晉
文
學
の
擔
い
手
の
ほ
と
ん
ど
が
西
晉

の
官
僚
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
#論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
晉
の
官
僚
た
ち
が
み
な
、
西
晉

に
對
し
て
等
し
竝
に
忠
心
を
$
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
12
い
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
「
儒
一
の
立
場
か
ら
、
儒
國
家
を
標
榜
す
る
西
晉

を
支
持
し
、
忠
を
盡
く
そ
う
と
す
る
」
も
い
れ
ば
、
②
「
玄
學
な
ど
儒
以
外
の
付
加
價
値
の
部
分
に
新
た
な
る
文

	價
値
を
求
め
、
そ
れ
を
基
盤
に
西
晉
の
君


力
か
ら
の
自
立
性
を
保
と
う
と
す
る
」
も
い
る
な
ど
、
西
晉

に
對
す
る
歸
屬
意
識
と
い
う
點
に
お
い
て
は
、
官
僚
に
よ
っ
て
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
度
差
は
、
當
然
、
文
學
活
動
に
お
い
て
も
差
と
な
っ
て
現
れ
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
※
。
※
「
皇
の
司
直
」
と
し
て
官
僚
の
不
當
行
爲
を
容
赦
な
く
彈
劾
し
た
傅
咸
、
有
職
故
實
の
威
と
し
て
晉
に
お
け
る
禮
制
の
見
直
し
を
任
さ
れ
た
摯
な
ど
は
（
）、
①
に
屬
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
司
馬
氏
の
力
に
最
後
ま
で
自
立
性
を
貫
こ
う
と
し
た
阮
の

價
に
よ
っ
て
、
官
界
に
初
め
て
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
）、
文
學
面
に
お
い
て
も
『
老
子
』
の
影
が
多
分
に
め
ら
れ
る
張

は （
）、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
②
の
タ
イ
プ
に
屬
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
後
は
、
「
答
」
の
分
野
に
お
け
る
詩
作
活
動
と
い
う
點
で
、
鮮
明
な
對
照
を
な
す
。
す
な
わ
ち
、

（
傅
咸
と
摯
）
は
、
武
期
に
お
い
て
、
君


力
を
後
ろ
盾
に
、
こ
の
分
野
を
中
心
に
四
言
詩
の
復
興
を
推
し
た
。
し
か
し
、
武

の
死
後
、
暗
愚
と
稱
さ
れ
る
明
が
位
し
、
君


力
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、

の
活
動
は
勢
い
を
失
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
愍
懷
太
子
の
東
宮
を
中
心
に
、
再
び
「
答
詩
」
が
五
言
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
	な
役
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
後
（
張
）
の
存
在
が
上
す
る
（
）。
と
い
う
よ
う
に
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
西
晉
の
文
學
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
作
と
西
晉

と
の
關
わ
り
方
の
濃
淡
と
い
っ
た
點
か
ら
の
考
察
も
ま
た
、
必
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
【
】
（
１
）
明
・
馮
惟
訥
撰
『
古
詩
紀
』
卷
三
十
二
に
、
「
春
秋
正
義
曰
、
傅
咸
七
經
詩
、
王
羲
之
寫
。
然
今
 存
、
六
經
耳
。」
と
あ
る
。
（
２
）
『
古
詩
紀
』
に
、「
四
首
、
藝
文
!聚
各
分
二
章
。
此
首
藝
文
不
載
。
以
例
考
之
、
亦
當
爾
也
。」
と
あ
る
。『
初
學
記
』
卷
二
十
一
は
、
分
章
せ
ず
に
六
首
を
收
め
る
。『
藝
文
!聚
』
卷
五
十
五
は
、「
左
傳
詩
」
以
外
の
五
首
を
收
め
、
「
"易
詩
」
以
外
の
四
首
に
つ
い
て
は
二
章
に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
古
詩
紀
』
の
指
摘
に
從
い
、
二
章
に
分
け
て
解
釋
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
３
）
『
初
學
記
』
『
藝
文
!聚
』
『
古
詩
紀
』
の
#本
、
い
ず
れ
も
「
威
」
傅
咸
の
「
七
経
詩
」
に
つ
い
て
（
矢
田
）
13
に
作
る
が
、
魯
魚
の
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
よ
っ
て
、
改
め
た
。
（
４
）
渡
邉
義

『
三
國
政
の

と
「
名
士
」』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
渡
邉
義
・
田
中

	
『
三
國
志
の


臺
』（
山
川
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）「
第
Ⅰ
部
三
國
志
の
史
」
は
、
一
般
向
け
の
蒙
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
け
に
、
こ
の
の
經

が

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
。
（
５
）
渡
邉
氏
の
（
４
）

書
に
よ
り
、
こ
の
料
の
存
在
を
知
っ
た
。
（
６
）
明
・
楊
愼
は
、
傅
咸
の
「
七
經
詩
」
を
集
句
詩
の
始
ま
り
と
指
摘
し
（
本
稿
「
一
、
序
」
を
參
照
）、
さ
ら
に
續
け
て
「
或
謂
集
句
於
王
安
石
、
非
也
。
」
と
い
う
が
、
集
句
詩
が
作
詩
に
お
け
る
修
辭
の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
北
宋
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
行
は
や
は
り
王
安
石
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
（
『

溪
漁
隱
叢
話
』
集
卷
三
十
五
「
山
老
人
」
を
參
照
）。
（
７
）
井
佳
夫
論
文
「
六
修
辭
義
文
學
の
戲
性
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
（
下
）」（『
中
京
大
學
文
學
部
紀
』
第
38卷
第
３
・
４
號
、
第
39卷
第
１
號
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
。
（
８
）
拙
論
Ａ
「
西
晉
「
五
言
答
詩
」
創
作
時
期
考
」（『
言
語
と
文
 』
第
四
號
、
愛
知
大
學
語
學
!育
"究
室
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
拙
論
Ｂ
「
西
晉
傅
咸
經
考
」
（
『
言
語
と
文
 』
第
六
號
、
愛
知
大
學
語
學
!
育
"究
室
、
二
〇
〇
二
年
）
、
拙
論
Ｃ
「
傅
咸
と
摯
#
そ
の
交
流
關
係
を
中
心
に
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
一
集
、
中
國
詩
文
"究
會
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
。
（
９
）
『
晉
書
』
卷
四
十
五
「
劉
毅
傳
」
に
見
え
る
、
劉
毅
が
九
品
中
正
制
度
の
八
つ
の
$
%を
訴
え
た
上
奏
文
の
中
の
言
&。
（
10）
渡
邉
氏
の
（
４
）

書
（
四
五
八
頁
、
四
六
二
頁
）。
（
11）
矢
野

'論
文
「
(の
"究
」（『
史
學
雜
誌
』
第
76
)第
２
號
、
史
學
會
、
東
京
大
學
文
學
部
、
一
九
六
七
年
）
、
お
よ
び
渡
邉
氏
の

（
４
）

書
（
四
二
九
頁
）
を
參
照
。
（
12）
（
７
）
*
の
拙
論
Ｃ
を
參
照
。
（
13）
『
晉
書
』
卷
三
十
六
「
張
+傳
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
初
未
知
名
、
「
鷦
鷯
賦
」
以
自
寄
。
…
…
陳
留
阮
,見
之
、
歎
曰
、
「
王
佐
之
才
也
」。
由
是
聲
名
始
。
（
14）
佐
竹
保
子
『
西
晉
文
學
論
玄
學
の
影
と
形
似
の
-
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
三
章
第
一
.「
張
+の
文
學
に
見
ら
れ
る
『
老
子
』
の
影
」
を
參
照
。
（
15）
（
７
）
*
の
拙
論
Ａ
を
參
照
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
14
